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ダンス映像のプロダクト構造分析：
スポーツ鑑賞授業のための基礎的考察

醍　醐　笑　部１）・木　村　和　彦２）・作　野　誠　一２）

Product-structure analysis of dance video:
Implications for appreciation in a PE class

Ebe DAIGO１　Kazuhiko KIMURA２　Seiichi SAKUNO２

Abstract
 The objectives of this study are, 1） to clarify the product structure of a visual sports medium 

（DVD of ballet） used as a teaching material, and 2） based on past literature, to characterize 
schematically the functions of this product. The summary of the results is shown below:
 To analyze the product structure, the contents of the ballet DVD was categorized into items. 
These items were ranked according to their reliability, some of them with low reliability were 
deleted, and remaining items were then subjected to factor analysis. As a result, five factors were 
recognized: the first was “moving factor,” the second “decoration factor,” then followed by 
“expression factor,” “background factor,” and “story factor.” Using the results of factor analysis, 
the product structure of the DVD was illustrated schematically as the relationship between those 
five factors. Using the results of factor analysis, we tried to present the product structure as a 
relationship of those factors, and to make an illustration that allows us to understand the 
structure visually. For this purpose, we applied the “core and surround” concept proposed by Udo 

（1993） and Chelladurai （1994）. The core of the product is the “advantage to see the movements 
in the DVD teaching materials,” that is, it is the characteristics of the visual teaching materials. 
In other words, it is what cannot be understood without seeing, and is insufficiently taught with 
only paper materials. In this study, the moving factor and expression factor were considered to 
form the “core,” and the other factors were recognized as “periphery.” This illustrated product 
structure is consistent with the aim of the dance class as a compulsory subject. The present 
results also confirmed that use of video for a teaching material may provide some merits to the 
education.
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I．研究背景

　体育のねらいに「生涯スポーツ」という言葉
が登場してからずいぶん久しいが,学習指導要
領では「合理的な実践」が強調されるなど,現
場ではいまだ「するスポーツ」が主な学習内容
であることが多い.平成11年度の「我が国の文
教施策」では，教育改革の動向の中でスポーツ
への多様なかかわりを促進すべく「見るスポー
ツ」の振興がスポーツ文化を享受するために重
要な課題であるとしている．ひとのスポーツへ
の関わり方が多様化する中で，学校教育にとど
まらず生涯教育を見据えた学校体育の変化が求
められていく．しかし，学校体育の中でどの程
度多様な関わり方がなされているのか，「みる」
経験がなされているのかについて知ることは困
難である．
　友添（2004）は,学校体育の授業づくりにつ
いて触れるなかで,「スポーツはそれ自体で，
きわめて豊かな学習の可能性，つまりラーンナ
ビリティを持っています．このことは逆に，ス
ポーツは子供達にとって，多様な楽しさを秘め
ているということでもあるのです．スポーツと
の多様なかかわりから生まれてくる楽しさ，つ
まり『行う楽しさ』だけではなく，『見る楽しさ』

『支える楽しさ』『知る，調べる楽しさ』，この
ような多様な楽しさがスポーツの魅力である」
と述べている．また上原（2002）は「スポーツ
体験の違いから今後ますます開くであろう生徒
の個人差を考えるとき,『するスポーツ』だけ
でなく『見るスポーツ』を内容とする体育は,
生徒ひとりひとりのスポーツへの興味・関心を
喚起する事であろう」と述べている.
　こうした指摘がなされるなか,平成20（2008）
年３月告示の新学習指導要領の改訂に基づき,
保健体育科では,子供たちの豊かな心と健やか
な体をはぐくむために授業時間数を増やすとと
もに,中学１･２年生において「ダンス」を男女
必修で履修させることとする改訂がなされ
た.しかし,現在指導に当たる教師からはダンス
必修化に戸惑う声も聞かれる.ダンスは,もとも
とヒップホップやジャズダンス,バレエなど子

供の習い事として人気の高いものも多い.その
ため,体育教師よりもダンスに親しんできた生
徒がいる可能性も高く,教師がダンスに対する
生徒のイメージや希望を理解することは必ずし
も容易ではない.生徒のダンス経験を踏まえた
指導や,するだけでなく見るダンスの授業など
新しい知見が必要となってきているといえるだ
ろう.ダンスの授業における様々な取り組みが
みられるなか,本研究では「見るダンス」,つま
り「ダンス鑑賞授業」の実現に向け鑑賞者のダ
ンスをみる視点について取り上げる.
　「スポーツ・プロダクト」及び「スポーツ・
プロデュース」の概念を導入した宇土（1992）は,
このふたつの概念を着想するに至るきっかけと
して体育の学習指導を挙げている.近年では,ス
ポーツ観戦やフィットネスクラブなど「する」

「みる」両側面からのスポーツ行動,スポーツイ
ベントやスポーツサービスをプロダクトととら
えた研究がなされているが,マーケティングの
概念を応用した学校体育経営研究はこれまでの
ところほとんど見られない.齋藤（1999,p３）は,
宇土の概念を用いて「マーケターの立場からす
ると見る楽しさは並列ではなく中核的便益がど
のような構造をもつか明確に知っておくべきだ
ろうし,それを示唆する研究が必要だろう」と
述べている.見るスポーツのプロダクトを概念
的に説明しているものとして，宇土（1993,p１-
６）とChelladurai（1994,p７-21）があげられる.こ
の二者に共通しているのは競技の勝敗,ゲーム
性,ドラマ性を中核として,その周辺にスポーツ
以外の要素を同心円状に配置したプロダクト概
念を提唱している点である. 原田（2004,p40）は,
コトラ―の製品構造の中核と拡大の概念を援用
したマリンの図を引用し,スポーツ観戦のプロ
ダクトを「スポーツプロダクトの中核要素と拡
大製品の事例」として図式化している注４）.
　コア（中核）の部分は“event experience”と
呼ばれ,ゲームフォーム（ルールと技術）,選手,
用具,ベニュー（場所）の４つの中核要素に分
類している.斎藤（2004,p29）は,宇土の提唱し
たスポーツプロデュース論を中心に研究の流れ
を整理し,みるスポーツの中核を考える際,「（す
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るスポーツについて）プレイヤーにとっての
＜価値＞はスポーツの特性に触れることであ
り,それを目指すことがスポーツプロデュース
の目的として確認できたが,みるスポーツにつ
いてはどうであろうか.観戦者はただ競技を観
戦するだけであり,直接スポーツの特性に触れ
ることができない.観戦者がただ何気なく観戦
するだけでは,受動的な行為にとどまり主体的
な＜価値＞の形成に至らなくなる」と指摘し,
みるスポーツのプロダクト構造分析やプロ
デュース論といった研究の知見を蓄積していく
ことが,スポーツの文化的価値を高めることに
もつながるとしている. 以上より,本研究では
スポーツプロダクト研究あるいはスポーツプロ
デュース研究の契機であるにもかかわらず,今
までほとんど対象とされてこなかった体育授業
をとりあげ,スポーツ鑑賞授業の実施を見すえ
てダンス映像（DVD）のプロダクト構造を分
析する.ここで,スポーツ鑑賞ということについ
て 言 及 し て お く 必 要 が あ る . 現 在 , 齋 藤

（2004,p29）の指摘からも示唆されるように,ス
ポーツ観戦ではただみるだけの受動的な観戦で
はなく,自ら興味を持って様々な側面に注目す
ることや,その後の行動に影響を及ぼす能動的
な観戦が期待されている.そこで,本研究ではこ
れまでの観戦と区別し,スポーツをみることを

「スポーツ鑑賞」とする.大辞林において鑑賞と
は「芸術作品を味わい理解すること」とある.一
方,観戦とは「戦いの様子を視察すること」「試
合を見物すること」となっている.したがって,

「スポーツ鑑賞」は,直接スタジアム等へ出向き
試合をみる,テレビなど媒体を通してみる「ス
ポーツ観戦」とは多少異なるものとして使用し
た.スポーツ観戦の「みる」行為そのものを指
すのではなく,「みる」と同時にそこに存在す
る背景や物語性も含め「楽しむ」行為,「スポー
ツをみることによって,その戦いの様子だけで
なく,魅力を味わい,理解する」行為であると定
義する.スポーツ鑑賞において何をどのように
経験して（見て）楽しんでいるのかについて,
この「何を」の部分をスポーツプロダクトとと
らえ構造的に分析することは,スポーツ鑑賞授

業の工夫・改善に取り組む教師に対して貴重な
示唆を与えるのではないかと考える.

II．目的

　本研究の目的は,ダンス映像のプロダクト構
造を明らかにすることである . ダンス映像

（DVD）を用いた鑑賞授業を想定し,鑑賞者の
見かたにはどのような側面があるのかについて
スポーツプロダクト構造の概念を用いて整理を
する.本研究はスポーツ映像の鑑賞にあたって
解説を併せ行い,その解説の種類によって鑑賞
者にどのような態度変容がもたらされるかを検
討するための,いわば前段階にあたる研究であ
る．さらにはスポーツ映像を用いたスポーツ鑑
賞授業の実現を目指すものである.具体的には，
ダンス映像のプロダクト構造を明らかにするだ
けでなく,プロダクト構造把握の手順,および明
らかにされたプロダクト構造について先行研究
をもとにその特徴に関する考察を行う.

III．方法

１．予備調査
　プロダクト構造を分析する項目を作成するに
あたり,本研究の予備調査としてW大学保健体
育授業「バレエ基礎」において鑑賞したクラシッ
クバレエDVD注１）の感想について尋ねる自由
記述式の調査を行った注２）.本研究において作
成を試みるバレエ映像のプロダクト構造は,今
後バレエクラスにおいて鑑賞授業を行うための
基礎資料となるため同様の鑑賞の機会があった
授業の受講生を対象とした.質問紙はDVD鑑賞
後に一斉配布しその場で回答を求めた.回収数
は107部であった.かかる後,これらのデータに
Chasen（自由記述の解析ソフト）による形態
素分析注３）を施し,出現頻度が２以上の単語が
含まれる文を内容別に分類し,特定の作品にの
み対応する単語は一般化させた.以上の手順で
得られた30項目にDVDの作品解説から導かれ



ダンス映像のプロダクト構造分析:　スポーツ鑑賞授業のための基礎的考察　醍醐笑部　木村和彦　作野誠一

4

た６項目を加えた,計36項目が,本調査の質問項
目である.

２．本調査
　本調査では,「あなたはバレエを見るときど
のような点に注目しますか」という設問におい
て,表１に示す各項目を用意し,観客がどの程度
注目してみたいかについて,「５点＝とても注
目する」「４点＝注目する」「３点＝どちらとも
言えない」「２点＝あまり注目しない」「１点＝
注目しない」のリッカート型５点尺度による回
答を求めた.先行研究では「～したい」という

動機を聞く形式のものが多かったが,本研究で
は,学校の授業という状況（すべての人が自ら
望んで映像を見ているとは限らない）を考慮し,

「注目するか」「しないか」という事実と,その
程度を問う形で質問紙を作成した.
　調査は2010年７月から８月にかけて,ダンス

（ジャンルは問わない）を舞台やテレビ等で鑑
賞した経験をもつ18歳から25歳の男女を対象に
行った.質問紙はW大学ダンスサークル,T大学
ダンス部,T保育士養成所にそれぞれ40部ずつ
配布し,郵送法にて回収した.有効回答数は84部
であった（表２）.

表１：質問項目

表２：調査概要
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IV．結果

１．基本的属性
　するスポーツとしてのバレエ経験,みるス
ポーツとしての直接鑑賞及び間接鑑賞の機会の
有無について回答を求めた.対象者の60.7％（ｎ
＝51）が調査時点でバレエを行っており，過去
のバレエ経験も含めると,バレエ経験者が72.6％

（ｎ＝61）を占めていた.また経験者は全員がバ
レエを直接的及び間接的に鑑賞したことがあっ
た.直接鑑賞したことのある回答者にその回数
を尋ねたところ,１～５回が43.3%（ｎ＝29）,６
～10回が19.4%（ｎ＝13）,それ以上の回答者は
25.4%（ｎ＝17）であった.50回以上と答えた回

答者も9.0%（ｎ＝６）おり,バレエ鑑賞の経験
についてはばらつきのある集団と考えられ
た.間接鑑賞のみをみると調査対象者のほぼ全
員が何らかの形でバレエを見ていた.大学でダ
ンス部やダンスサークルに所属する学生はダン
スの基礎ともいえるバレエにも興味を持ってい
る可能性が高く,テレビやウェブ上の動画を見
ていることがうかがえる.もちろんそうした学
生の中には過去にバレエを習い事として行って
いた学生も多く,鑑賞の機会を得ている.保育士
養成校ではリトミックなどの授業のヒントにす
るために教師がバレエを授業で見せたことがあ
るクラスを対象にしたことから,このような結
果が出ているものと推測される.

表３：バレエ経験

表４：直接鑑賞の経験

表５：間接鑑賞の経験
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２．尺度項目の作成
　先述した方法を経て調査項目として設定した
36項目から,プロダクト構造分析に使用する尺
度を作成した. 尺度項目の作成にあたり,村上

（2006）の尺度開発法をもとに信頼性の検討,因
子分析の手続きを行った.まずI-T相関分析,G-P
分析によって項目を精選したのち,各項目を削
除した際のCronbachのα係数を算出して尺度
の信頼性を確認した.尺度の因子構造は,探索的
因子分析（最尤法・プロマックス回転）によっ
て検討した（表６）.
　I-T相関分析の結果,全ての項目が合計得点と

の間に相関が認められ削除すべき項目は見られ
なかった.次に,G-P分析を行ったところ,「回転
の美しさ」「ステップの正確さ」「ジャンプの高
さ」「動きの軽さ」が尺度項目として不適当で
あると判断し削除した.また,因子の独自性を強
調するためどの因子にも負荷量が0.40に満たな
い項目として「ダンサー同士の相性」「ステッ
プの正確さ」「恋愛のお話」「役による踊り方の
違い」「有名なシーン」「踊りのないシーン」の
６項目を除いた.こうした分析の結果,DVDの
プロダクト構造を分析する際には表７に示す27
項目が採用された.

表６：尺度構成における信頼性の検討

***p<0.001　**p<0.01　*p<0.05
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表７：バレエDVDのプロダクト構成項目

３．プロダクト構造分析
　上記の27項目のデータに因子分析（最尤法・
プロマックス回転）を施したところ,オーソドッ
クスな固有値基準において８つの因子が抽出さ
れた（累積寄与率：60.97％）.8因子の中のそれ
ぞれの項目は,他の因子に.40以上の負荷量を持
つ項目が存在しておらず,比較的独立したプロ
ダクトが抽出されていることが明らかとなっ
た.しかし,一項目のみで構成される因子がある
ことや,項目間に共通性が見られず解釈困難な
因子が存在することから８因子を採用すること
は不適当と判断した.引き続きもっとも因子の
解釈が好ましく納得性の高いものを探索し,解
釈可能性において,因子数を５（最尤法：プロ
マックス回転）に固定した因子分析の結果をプ
ロダクト構造の因子として採用した.累積寄与
率は50.44％であった. 探索的因子分析のときと
同様に, 負荷量が0.40に満たない項目として「動
きの激しさ」「ダンサーの柔軟性」の２項目を
除いた.（表８）
　Factor１は,ダンサーの動きに注目しており

「動き」「踊り」というキーワードが浮かび上が
る.動きの質や比較的目につきやすいクラシッ
クバレエの技術が含まれていることから「運動

因子」と命名した.Factor２は,主要なダンサー
の周辺にあるものを視覚的にとらえたものが多
い.項目として主人公の背景となるコールドダ
ンサーや,舞台を彩る飾りや音に関するものが
存在しており「装飾因子」と命名した.Factor
３は,ダンサーの表現力に関するものによって
構成されており「表現因子」と命名した.Factor
４は,バレエそれ自体,作品やダンサーの歴史や
経歴などの知識が含まれており「背景因子」と
命名した.Factor５はストーリー性に関するも
のであり,「物語因子」と命名した.さらに,プ
ロダクト構造として図式化するため,因子間相
関についても分析した（表９）. その結果，
Factor１とFactor2，Factor１とFactor３の相
関が比較的高く，Factor５は他の因子との相関
が低いことが明らかとなった.
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表８：因子構造と負荷量

表９：因子間相関

V.	 考察

１．プロダクト構造の図式化
　上記の結果を受け,ダンス映像のプロダクト
構造として各因子の関係について図式化を試み
る.本研究では,プロダクト構造を視覚的に捉え

る図を構成するにあたり,先行研究にあげた宇
土（1993,p１-６）とChelladurai（1994,p７-21）
に共通しており,またプロダクト構造に焦点を
合 わ せ た 諸 研 究（ 原 田 ら ,2004,p22-46: 高 橋
ら,2011,p253ほか）でも採用されている「中核
－周辺（拡大要素）」という対応概念を参考に
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した注４）.齋藤（1999,p６）は,みるスポーツの
中核をさらに「スポーツレベル」と「エンター
テイメントレベル」に二分し,このうちの「エ
ンターテイメントレベル」のなかに「競技場で
みることの便益」を挙げている（図１参照）.
これは,本研究に置き換えると「スポーツ映像
でみることの便益」であり,DVDという視覚教
材ならではのプロダクト,つまり見ないとわか
らないもの,テキスト資料だけでは十分とはい
えないものである.本研究では,「F１:運動因子」
及び「F２:表現因子」がこれに相当すると考え
た.そして周辺に,「F３:装飾因子」「F４:背景
因子」及び「F５:物語因子」を配置した.これ
らのプロダクトは,単に映像を見て動きや表情
を見るだけでなく,バレエ作品やダンサーにつ
いての知的好奇心を満たし,鑑賞経験をより豊
かにするものである.
　直接観戦によるスポーツをスポーツプロダク

トととらえて分析してきた先行研究と比較する
と,DVDコンテンツのプロダクト構造の場合,
周辺に位置付けられたプロダクトは直接観戦ス
ポーツでいうところの試合内容の部分を構成す
るものであり,同じく中核としてとらえられて
きたことが分かる.さらに,齋藤（1999,p15）は,
みるスポーツのプロダクトを把握し,競技会ご
との特性を分析した際,このような手続きは
マーケティング戦略立案に有効な資料であると
し,「中核的便益が高い製品がみるスポーツに
要求されると思われる」と結論付けている.こ
のことから,中核的便益の内容やレベルを事前
に知ることのできるDVD映像はスポーツの見
方を提供する側が事前にコントロールすること
が可能となり,運動の側面から注目したい場合,
物語のように鑑賞したい場合など多様な楽しみ
方や学習の方向性を見出すことができると示唆
される.

図１：みるスポーツの中核的便益の理論的分類　斎藤（1999）より転載

図２：バレエDVDのプロダクト構造
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２．まとめ
　図２のようにプロダクト構造を図式化する
と,それはダンス必修化のねらいとほぼ重なる
ことが指摘できる.ダンスが体育に取り入れら
れている以上「運動因子」とされた動きを見た
り,模倣したり,披露したりすることが基本とな
り,その技術を磨き,体力的側面からダンスをと
らえる必要がある.これはとりわけフォークダ
ンスや現代的なリズムのダンスでは重要にな
る.ダンス授業の代表的な指導書であるダンス
指導ハンドブック（日本女子体育連盟，2011）
のなかでも,これらのジャンルのダンスには細
かな動きの事例がみられる.しかし,それだけで
は十分とはいえず,指導要領でもイメージをと
らえた表現が重視されているように，「表現因
子」が不可欠な学習課題となる.とくに,するス
ポーツとしてのダンス授業では創作ダンスが表
現性を学ぶ場であり, DVD等での鑑賞授業（み
る授業）を通して，トップレベルのダンサーの
演技力や役へのなりきり，表情や表現力を共感
的に理解することが創作ダンスの実技における
表現性を大きく変容させることが期待できるの
ではないかと考える．
　また,現在のダンス授業では踊ることに対す
る技能と意欲によって生徒を評価しているが,
身近にあるDVD等を利用してみる授業を行う
ことで, ダンスに関するより広範で深い知識を
学ぶことが可能になる．また鑑賞者としての技
能や意欲をもダンス授業における学習評価の観
点とすることが可能になるだろう．また，踊る
技能・意欲とみる技能・意欲の統合を構想する
ことができれば，生涯にわたってダンスに触れ
る喜びを享受できるようになるためのダンス教
育が可能になるだろう．
　また，現在「みる」ことを評価するのは,生
徒間での発表会などである場合が多い.しかし,
中核であると考えられる運動性や表現性は,一
流の作品と生徒が作った作品とでは全く質の異
なるものである.授業の中でそのどちらも体験
できれば, 「みる」経験が豊かになるだけでな
く，トップレベルの運動性や表現性を，自己の
それらとの対比で理解することができるだろう．

直接舞台を見に行くということがどんなにすば
らしい経験になるとわかっていても,現実の体
育授業の範囲内ではとても難しいことであ
る.映像教材の積極的な導入は,このジレンマを
解消するための有効な手だてであると考えられ
る. さらにこうした「運動因子」「表現因子」
を含め,各プロダクト要素に特化した説明や解
説の作成あるいはそうしたテキスト資料の効果
を検証する際にも有用であると思われる注５）.
先行研究では,みるスポーツのプロダクト構造
はより具体的に示され,スポーツプロダクトの
質が向上していくことを３次元的に捉えようと
す る も の も 存 在 す る が（ 宇 土 ,1993,p３: 齋
藤,2004,p27）,本研究ではダンスを題材とした
研究であること,さらにはDVDコンテンツのプ
ロダクト構造分析は初の試みであることから

「中核」と「周辺」の分析にとどまった.今後,
ダンスのジャンルを広げる，あるいは他のス
ポーツ活動についても取り上げるなど,さらな
る検討を加えることで,より詳細な構造を把捉
する必要がある.また,本研究では大学生や専門
学校生を対象としている.これは,予備調査との
整合性,ある程度の文章力と見方に関する記述
が求められるといった調査デザインの限界によ
るものであった. 感想文の記述や解説の理解と
いった作業を必要としており,その際の言語能
力や文章力に大きな差異があることは望ましく
ない.また,生涯スポーツを見据え,学校教育以
降のバレエとの関わりに繋がることを期待し,
中高校生ではなく大学生への調査を行った.し
かし，本研究では大学生を対象としているため
今後中学生を対象とする場合には更なる検討を
行い, この世代を対象とした調査が必要であろ
う.スポーツ映像の見方は,見ている鑑賞者の数
だけあると言っても過言ではない.しかし,鑑賞
者の立場から見方を整理し各々の特徴を把握す
ることは「ただ見せるだけ」であったスポーツ
映像を「どのように見せるか」というはっきり
としたねらいをもった教材として認知させるこ
とにもつながる. そのような教材開発が成立し，
効果的なみる授業が構想され，する授業（すな
わち実技）との統合の可能性が見出されたとき
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には，する授業における知識・理解，技能，関
心・意欲・態度，思考・判断・表現の拡がりと
深まりも期待できるだろう．

注
１）�　現在,体育授業で行われるダンスのジャン

ルは大きく「創作ダンス」「フォークダンス」
「現代的なリズムのダンス」の三つに大別さ
れる.クラシックバレエはこのいずれにも属
しておらず,基本的に学校体育の教材として
想定されているものではない.クラッシック
バレエは,ダンス・バレエのジャンルの一つ
にすぎないが,それは総合芸術と呼ばれ,多
くの独舞・群舞からなる無歌詞舞踊劇とし
て,舞踊における中心的,根本的な領域と考
えられている.また,身体の形を表す言葉,技
法の用語の定義が他のダンスジャンルに比
べ統一されており,研究という文字テキスト
を通して共通理解を得ることに向いている
点,古典作品と呼ばれるバレエ作品は芸術と
して確立されており鑑賞を目的とする本研
究に適している点を考慮し,DVD鑑賞の題
材として適当であると判断し採用した.また,
本研究が文章力や言語による分析・理解に
大きく頼るものであり,バレエのもつ世界共
通の動きや技術の名称,作品解釈が必要不可
欠であった.今後,バレエ以外のダンスを対
象とする際,こうした共通理解のあいまいな
部分に対する分析・理解が大きな課題とな
ると予想される.

２）�　バレエDVDの鑑賞を行う授業では「パリ
オペラ座バレエ　『ラ・シルフィード』」（コ
ロンビアミュージックエンタテイメント）
を用いた,DVDすべてを授業時間内にみる
ことは出来ないため,全体のあらすじを壊さ
ないよう留意し鑑賞箇所を決定した.「結婚
を控えた青年が,あるとき美しい妖精に魅せ
られ,追い求めた末に婚約者も妖精もすべて
を失ってしまう」というあらすじを全ての
グループに説明した.鑑賞した箇所は,１幕

ではスコットランドの農村,主要ダンサーの
登場シーン,２幕のシルフィードの戯れる森
である.クラシックチュチュ（衣装）やコー
ルドバレエ（群舞）のほか,目を引くであろ
うマイムや回転,ジャンプのシーンをどのグ
ループにも差が出ないよう一部を早送りし
授業時間内に収めた.会場は普段バレエの授
業で使用する室内運動施設にスクリーンを
設置し,床に座った形で鑑賞した.音響は
DVDプレイヤーにスピーカーを接続し会場
全体に聞こえるようあらかじめ音量を設定
した.

３）�　形態素分析とは,単語として意味のわかる
最小単位に切り,その出現頻度をみる分析方
法である.

４）�　近年のスポーツプロダクトの構造と機能
の観点はコトラ―（2002）の製品概念を基
本に比較・考察する方法論が見受けられる

（高橋ら,2011,p246）.ただし，原田（2004,P40）
はプロスポーツの観戦のプロダクトをコト
ラ―による５つのプロダクトレベルに明確
に当てはめることは困難であるとし，見る
スポーツのプロダクトを中核要素と拡大要
素に大別するマリンの図式を紹介している．

５）�　例えば,現在筆者が取り組んでいる鑑賞授
業の研究では,解説内容として,①スポーツ
プロダクト構造の中核をなす「運動因子」「表
現因子」を説明する「技術・ダンサーの解
説群」,②周辺を説明する「物語・環境解説
群」,③特に解説を行わない「統制群」とい
う３つの群を設定し鑑賞者の態度変化を分
析している．さらに,鑑賞者間のコミュニ
ケーションを生む際の話題提供の側面とし
ても本研究の結果に示した５つの側面を提
示し研究を進めている最中である.
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